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一12ユー　甲状腺癌に対する67Ga－citrateスキヤン

の意義
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　（目的）

　我々は甲状腺疾患に対するR工診断について種々発
　　　　　　　　　　　　　　　　　　67表して来たが，今回は甲状腺癌に対するGa－citra－

teスキヤンの診断的意義について検討した。

　（対象・方法）

　甲状腺癌と癌が疑われた甲状腺疾患でいずれも生検

・手術で確診の得られた18例と臨床所見より亜急性甲

状腺炎と診断したユ例，又頭頸部や胸部の悪性腫瘍の
患者で頸部の6石aスキヤンが行なわれた5例の正常甲

状腺，計24例を対象にした。
　67
　　Ga－citratθ，2mCi静注48時間後に，1，000hole
col！imatorを装着したr　一　cameraを用いて，エネル

ギーレベルユ90KeV　±　30％にてシンチフオトを作像し

たo

　（結果）

　判定は，胸骨又は唾液腺のactivityより高いもの

を陽性とした。

　結果は，未分化癌4／4，分化癌2／9，慢性甲状腺炎

1／a亜急性甲状腺炎1／1に陽性を認め，良性腺腫2

例と正常甲状腺5例には集積を認めなかつた。

　このように分化癌では集積の程度が低くて偽陰性も
多く，99町cO4一スキヤンでも67GaスキヤンでもCOId

nodUlθを呈した例がある。又，慢性甲状腺炎でも陽性
の例があり，67Ga－citrateスキヤンのみによる甲状

腺の質的診断価値は低い。しかし未分化癌では全例に

陽性であり，著明な集積が得られているので，予後不

良である未分化癌の発見には極めて有効であると考え

られる。又，未分化癌の2症例で，放射線治療後には
6ba集積は陰性化している。

　甲状腺未分化癌のような67Ga高度集積の判定は容易

であるが，67Gaは正常甲状腺にも軽度集横するために

上記診断規準を設定した。又，頸椎との重なり合いを

さけるために正側面で診断する方がより良い。

　（結論）

　67Ga－citrateによる甲状腺スキヤンは未分化癌の

診断と治療効果の判定にはすぐれているが，分化癌に
対しては劣つているので99㌔cO，r又は131エスキヤン，

RI－angiograPt）yなど他の核医学検査と共に触診，針

生検などの総合診断が必要であると考えるo
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　前回の本学会に於てTSHのRadioreceptor

Assay（HRA）の基礎的検討につき報告したが，今
回はTSllのRRAの臨床的応川，特に本法を用いて

検出されたTSHレセプター一結合聞害物質（Thyroid

S七imula七ing　I㎜unog1。bulins：TSI）につき
述べる。

　LATS強陽性のバセドウ血清，さらに精製された

LATS－IgGを加えるとTSHのレセプター・への結
台は完全に阻害され，その希釈曲線はTSHの標軸

線とほぼ平行すること，さらに回収実鹸，再現性も艮

好であることより，TSUのRRAを用いるとバセドウ

病における異常甲状腺刺激物質LATS，　LATS－Pro－

tectorなどの検出が可能で，これら甲状腺刺激物質

の作用機序の解析にも有用である。

　〔万法」アッセイは1251－TSll，甲状腺レセプ
ター，血清の40％硫安r－・globti　［in分画をインキ

ュベー・トし，TSlはt2sI－一　TSHの甲状腺レセプタ

ー結合阻害の割合で示した。

　〔結果」TSIはパセドゥ病では27例中16例（

60％）に検出されたが，結節性甲状腺腫7例では検

出されず．橋本病では20例中2例にTSIが陽性で

あった。

　バセドウ病においてTSIと臨床像の関係をみると
眼球突出の有無，血中甲状腺ホルモンT・，T・濃度

，抗サイログロプリン抗体仙，抗マイクロゾー’ム抗体

価とTSIの間には相関は認められなかった。未治療
のパセドウ病においては，らgmTc一甲状腺摂取率（

30分値）さらに甲状腺ろ胞上皮の増殖像とはよく相関

してお9，TSIがヒト甲状腺を刺激，ヨー一ドの甲状

腺摂取や，甲状腺ろ胞上皮の増殖を促していると考え

られる知見が得られた。しかしパセドウ病において抗

甲状腺剤の治療により治癒したと考えられる例つaり

T・一抑制試験にて99　MTc一甲状腺摂取率は抑制され，

さらにTRll試験にて血中TSH，　T・濃度が正常に

反応した例にもTSIの検出される場合があり，TSI

とパセドウ病の病因に関し今後さらに検討の予定であ
る。
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